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まえがき 

「ウクライナ戦争論集」発刊に当たって 
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このエッセイ集は、２０２２年２月に勃発したロシアによるウクライナへの軍事侵攻（ロシアによれば

「特殊軍事作戦」）に関わって、著者が「平和友の会」（立命館大学国際平和ミュージアムを拠点に活動す

る市民ボランティア団体）の会報のために書いた「世相裏表」の原稿を中心とするもので、中には、この

問題に関する「平和友の会」の学習会(２０２２年４月２９日)の講演資料として書いたものや、５月３日に

京都の円山公園で開催された憲法集会での挨拶なども含まれている。 

筆者がこのエッセイ集をまとめる気になったのは、今次「ウクライナ戦争」に関する日本での報道が

真理にも西欧マスコミ主導の偏りがあり、「ロシアたたき」と「プーチン・バッシング」に傾き過ぎている

と感じたからであり、この戦争の原因を作った NATO、とりわけアメリカの責任が世上あまり認識さ

れていないと思ったからである。しかも、ロシア軍の蛮行として報道された「ブチャの大虐殺」も、実際

にはウクライナ軍が起こした事件であり、事実の報道に関しても看過し得ないほどに西欧側のバイアス

がかかっていると感じていたからでもある。 

筆者はロシアに肩入れしているわけではなく、ただ正確な事実関係をもとに判断したいと願ってい

るだけだが、日本のネット環境ではロシア側の情報にはアクセスできないので、本論集では、ノーム・チ

ョムスキーやオリバー・ストーンやジョン・ミアシャイマーなどの「正直な」アメリカの知識人の事実認識

や、ウソをついても何の得もないアメリカの元軍人や元政府関係者などの意見を参考にした。 

戦争の情報戦はつきものだが、西欧メディアが圧倒的に優越しがちな「ウクライナ戦争報道」を冷静

に見る一助になれば幸いである。 
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